
戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

│
│
一
九
三
九
年
秋
田
発
「
日
本
最
初
」
の
就
職
列
車
を
中
心
に
│
│

山

口

覚

Ⅰ

は
じ
め
に

多
く
の
人
々
が
疑
問
を
抱
く
こ
と
な
く
共
有
し
て
い
る
知
識
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
知
識
は
単
に
共
有
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
実
際
に
は
曖
昧
な
記
憶
や
不
正
確
な
記
録
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
に
見
ら
れ
た
集
団
就
職

を
め
ぐ
る
知
識
は
ま
さ
に
そ
の
好
例
で
あ
る
。
集
団
就
職
に
は
未
解
明
の
部
分
が
少
な
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
つ
ね
に
あ

る
一
定
の
言
説
な
い
し
「
神
話
」
を
も
っ
て
語
ら
れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
端
的
な
例
が
集
団
就
職
列
車
を
め
ぐ
る
語
り
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
初
な
い
し
戦
後
初
の
集
団
就
職
専
用
臨
時
列
車
は
「
一
九
五
四
年
青
森
発
上
野
行
き
」
だ
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

（
加
瀬
、
一
九
九
七
、
一
四
三
な
ど
）。
こ
れ
は
集
団
就
職
を
め
ぐ
る
も
っ
と
も
確
固
た
る
「
神
話
」
で
あ
る
。
平
凡
社
の
『
大
百
科
事

典
』（
一
九
八
五
）、
小
学
館
の
『
日
本
大
百
科
全
書
』（
一
九
八
六
）、
東
京
堂
出
版
の
『
昭
和
史
の
事
典
』（
一
九
九
五
）、
あ
る
い
は
日

本
労
働
研
究
機
構
の
『
事
典
・
労
働
の
世
界
』（
二
〇
〇
〇
）
の
「
集
団
就
職
」
の
項
で
も
そ
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
東
京

博
物
館
で
二
〇
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
『
大
鉄
道
博
覧
会
』
で
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
。「
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
運
行

一



が
開
始
さ
れ
た
集
団
就
職
列
車
は
、
当
初
、
人
数
が
少
な
い
場
合
は
一

般
の
車
両
を
利
用
し
た
り
、
一
〜
二
両
程
度
客
車
を
増
結
し
て
対
処
し

て
い
ま
し
た
」（
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
他
、
二
〇
〇
七
、

四
八
）。
二
〇
〇
四
年
に
は
「
あ
あ
上
野
駅
二
〇
〇
四
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
が
東
京
都
台
東
区
の
浅
草
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ

て
専
用
特
別
寝
台
列
車
「
あ
ゝ
上
野
駅
」
号
が
青
森
駅
か
ら
上
野
駅
に

（
�
）

向
け
て
運
行
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
の
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
九
五
四

年
に
運
行
さ
れ
た
列
車
の
五
〇
周
年
記
念
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
の
列
車
の
運
行
を
も
っ
て
集
団
就
職
が

開
始
さ
れ
た
と
す
る
説
さ
え
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
就
職
列
車
は
一
九
五
四
年
よ
り
も
以
前
か
ら
運
行
さ
れ
て
い

た
（
山
口
、
二
〇
〇
四
・
二
〇
一
一
）。「
あ
あ
上
野
駅
二
〇
〇
四
」
は
「
神
話
」
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
は
集
団
就
職
や
就
職
列

車
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
必
ず
し
も
絶
対
的
な
意
味
を
有
す
る
年
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
列
車
を
め
ぐ
る
同
時
期
の
デ
ー
タ
を
検
討
し
た

研
究
は
拙
稿
（
山
口
、
二
〇
〇
四
）
以
前
に
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
列
車
の
存
在

は
ま
っ
た
く
検
証
さ
れ
る
こ
と
な
く
語
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
研
究
者
も

同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
橋
本
（
二
〇
〇
五
）
は
、
秋
田
県
公
文
書
館
が
所
有
す
る

写真 2 秋田県労働局職業安定課の資料集
（1953～55年）

写真 1 秋田県労働局職業安定課
の資料集（1954～62年）
秋田県公文書館所蔵（写
真 2も同じ）

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

二



秋
田
県
労
働
局
職
業
安
定
課
の
資
料
集
に
つ
い
て
「
昭
和
二
九
年
、
集
団
就
職
列
車
が
走
っ
た
と
き
か
ら
作
成
さ
れ
」（
八
）
た
も
の
と

し
て
紹
介
し
て
い
る
（
写
真
１
）。
し
か
し
な
が
ら
同
館
に
は
、
前
年
の
一
九
五
三
年
三
月
卒
業
者
に
関
す
る
文
書
を
所
収
し
た
同
種
の

資
料
集
も
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
写
真
２
）。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
個
々
の
研
究
者
に
限
定
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
集
団
就
職
が

（
�
）

一
九
五
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
と
の
神
話
を
捨
て
な
い
限
り
、
こ
う
し
た
情
報
の
見
落
と
し
は
今
後
も
続
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
就
職
列
車
は
集
団
就
職
の
重
要
な
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
を
も
っ
て
集
団
就
職
と
い
う
多
義
的
な
現
象
を
確
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

集
団
就
職
は
曖
昧
な
記
憶
や
記
録
に
基
づ
く
特
定
の
現
象
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
多
様
で
複
雑
な
現
象
の
忘

却
と
ほ
と
ん
ど
同
義
で
あ
る
。
で
は
、
集
団
就
職
は
実
際
に
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
い
か
に
維
持
さ
れ
、
終
わ
っ
た

の
か
。
そ
も
そ
も
集
団
就
職
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
の
う
ち
、
集
団
就
職
の
象
徴
と
も
言
え
る
就
職
列
車
の

起
源
に
つ
い
て
戦
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
戦
前
に
お
け
る
集
団
赴
任
制
度
に
つ
い
て
「
日
本
最
初
」
の
専
用
臨
時

就
職
列
車
を
含
め
て
確
認
す
る
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
集
団
赴
任
制
度
と
就
職
列
車
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

Ⅱ

集
団
赴
任
制
度
と
就
職
列
車

集
団
就
職
と
呼
ば
れ
る
現
象
は
広
域
職
業
紹
介
制
度
や
集
団
赴
任
制
度
と
い
っ
た
諸
制
度
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
小
川
・
高
沢

編
（
一
九
六
七
）
の
『
集
団
就
職
│
そ
の
追
跡
調
査
│
』
で
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。「
集
団
就
職
と
は
、
集
団
求
人
の
交
通
的

対
応
形
態
で
あ
っ
て
、
求
人
側
の
職
安
行
政
と
求
職
側
の
職
安
行
政
の
労
働
力
引
き
渡
し
作
業
の
交
通
的
表
現
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
求

職
側
の
職
安
と
学
校
と
の
た
く
さ
ん
の
パ
イ
プ
は
、
集
団
就
職
列
車
と
い
う
『
計
画
輸
送
』
の
一
本
の
パ
イ
プ
に
絞
ら
れ
て
、
求
人
側
の

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

三



職
安
と
雇
用
主
の
た
く
さ
ん
の
パ
イ
プ
に
散
っ
て
い
く
」（
二
〇
）。
こ
こ
で
は
集
団
赴

任
制
度
は
「
集
団
求
人
の
交
通
的
対
応
形
態
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
就

（
�
）

職
列
車
は
集
団
求
人
制
度
と
直
接
的
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ

れ
ら
二
つ
の
制
度
が
登
場
し
た
時
期
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
集
団
就

職
と
い
う
現
象
は
、
ま
ず
は
遠
隔
地
間
で
の
労
働
力
需
給
関
係
を
形
成
す
る
広
域
職
業

紹
介
制
度
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
定
の
移
動
流
が
生
み
だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
そ
の
流
れ
が
出
来
れ
ば
こ
そ
集
団
赴
任
制
度
が
計
画
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る

（
第
１
図
）。
こ
の
二
つ
の
制
度
は
戦
前
か
ら
確
認
さ
れ
る
が
、
集
団
求
人
制
度
は
主
に

は
戦
後
に
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
扱
う
の
は
集
団
赴
任
制
度
で
あ
り
、
集
団
就
職
列
車
（
就
職
列
車
）
が
そ
の

象
徴
と
な
る
。
集
団
赴
任
で
は
専
用
臨
時
列
車
に
よ
る
移
動
ば
か
り
で
は
な
く
、
行
政

関
係
者
や
教
員
が
数
人
か
ら
数
十
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
遠
隔
地
の
雇
用
者
の

も
と
に
送
り
届
け
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
ま
た
集
団
赴
任
の
一
形
態
で

あ
っ
た
。
就
職
列
車
に
つ
い
て
も
利
用
形
態
は
多
様
で
あ
り
、
一
編
成
す
べ
て
を
借
り

切
っ
て
数
百
人
を
一
度
に
運
ぶ
専
用
臨
時
列
車
を
仕
立
て
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
客
車
の

一
部
を
借
り
て
数
人
か
ら
数
十
人
単
位
で
移
動
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
日
本
初
な
い
し
戦
後
初
の
集
団
就
職
臨
時
列
車

は
こ
れ
ま
で
「
一
九
五
四
年
青
森
駅
発
上
野
行
き
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
説

第 1図 集団就職の 3つの制度
苅谷他編（2000）などを参照して作成。

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職
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は
誤
り
で
あ
る
が
、
就
職
列
車
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
外
に
も
様
々
な
異
説
が
あ
る
。『
青
森
県
百
科
事
典
』（
東
奥
日
報
社
、
一
九
八
一
）

の
「
集
団
就
職
」
の
項
で
は
、
青
森
発
の
就
職
列
車
は
一
九
六
三
年
か
ら
七
四
年
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
は
日
本
交
通
公
社
が

計
画
輸
送
を
実
施
し
て
い
た
時
期
に
相
当
す
る
。
青
森
県
で
発
刊
さ
れ
た
事
典
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
一
九
五
四
年
青
森
駅
発
上

野
行
き
」
の
就
職
列
車
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
別
の
例
も
あ
る
。
鹿
児
島
県
の
『
南
日
本
新
聞
』
は
一
九
七
五
年
に
「
集
団
就
職
列
車

初
め
は
肩
身
の
狭
い
思
い
」
と
い

（
�
）

う
特
集
記
事
を
掲
載
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
五
六
年
三
月
三
十
日
に
「
集
団
就
職
列
車
は
鹿
児
島
で
誕
生
し
…
…
各
県
で
も
次
々

�
鹿
児
島
方
式
�
を
採
用
し
た
」、「�
集
団
就
職
列
車
�
の
名
も
実
は
南
日
本
新
聞
が
名
付
け
親
で
、
そ
の
後
全
国
に
普
及
し
た
」
と
い

う
。「
集
団
就
職
列
車
」
と
い
う
名
称
の
起
源
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
に
類
似
す
る
「
就
職
列
車
」
と
い
う
呼
称
は
後
述
す
る
よ

う
に
戦
前
か
ら
確
認
さ
れ
る
し
、「
鹿
児
島
県
で
誕
生
」
と
い
う
話
に
は
ま
っ
た
く
根
拠
が
な
い
。
そ
の
後
、
鹿
児
島
県
下
で
こ
の
説
が

ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

岩
手
県
に
お
い
て
第
一
号
が
運
行
さ
れ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。「
集
団
就
職
列
車
の
第
一
号
は
、
五
五
年
三
月
、
岩
手
県
盛
岡
駅
を
出

発
し
た
」（
雨
宮
、
一
九
九
〇
）、「
第
一
号
は
昭
和
三
〇
年
の
岩
手
県
か
ら
の
就
職
で
、
そ
の
後
全
国
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
」

（
端
、
一
九
九
三
）。
こ
の
二
つ
の
文
章
は
と
も
に
「
一
九
五
五
年
三
月
、
岩
手
県
で
は
集
団
就
職
の
第
一
号
列
車
が
、
盛
岡
駅
を
出
発
し

（
�
）

た
」（
三
浦
、
一
九
八
五
）
と
い
う
一
文
を
参
照
し
つ
つ
、「
岩
手
県
で
は
」
と
い
う
部
分
を
見
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
鹿
児
島
県
や
岩
手
県
の
話
は
確
か
に
誤
り
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
単
な
る
誤
解
で
あ
っ
た
り
引
用
上
の
ミ
ス
で
し
か
な
い

と
も
言
え
る
。
他
方
で
「
一
九
五
四
年
青
森
駅
発
上
野
行
き
」
に
つ
い
て
は
適
切
な
検
討
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
神
話
化
さ
れ
て
広
く
語

り
継
が
れ
て
き
た
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
列
車
は
専
用
臨
時
就
職
列
車
と
し
て
は
日
本
初
で
も
戦
後
初
で
も
な
く
、
ま
し
て
こ

の
列
車
に
よ
っ
て
集
団
就
職
が
始
ま
っ
た
訳
で
も
な
い
。
管
見
で
は
、
戦
後
で
も
っ
と
も
早
く
運
行
さ
れ
た
専
用
臨
時
就
職
列
車
は
一
九

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

五



五
一
年
長
野
発
の
「
織
女
星
号
」
で
あ
る
（
山
口
、
二
〇
一
一
）。

一
九
六
三
年
以
降
で
は
、
集
団
赴
任
は
日
本
交
通
公
社
の
よ
っ
て
計
画
輸
送
制
度
と
し
て
全
国
一
律
で
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
以
前
で
は
労
働
力
供
給
県
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
集
団
赴
任
を
計
画
・
実
施
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
全
国
の
動
向
を
一
覧
で

き
る
資
料
が
な
い
と
い
う
意
味
で
、
就
職
列
車
が
い
つ
、
ど
の
県
に
よ
っ
て
運
行
さ
れ
た
か
を
一
元
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
確
か
に
困
難

（
�
）

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
計
画
輸
送
が
全
国
一
律
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
た
め
か
、
全
国
で
「
最
後
の
集
団
就

職
列
車
」（
遠
藤
、
一
九
七
五
）
が
「
一
九
七
五
年
岩
手
発
」
で
あ
っ
た
と
い
う
知
見
は
一
般
に
流
布
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
六
四
年

を
最
後
に
集
団
就
職
列
車
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
」（
小
川
、
二
〇
〇
〇
）
と
い
う
ま
っ
た
く
無
根
拠
な
説
を
例
外
と
す
れ
ば
、
最
後
の
就

職
列
車
が
「
一
九
七
五
年
岩
手
発
」
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
多
く
の
文
献
で
一
致
す
る
。
し
か
し
こ
れ
も
拙
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ

の
列
車
は
計
画
輸
送
制
度
に
お
け
る
最
後
の
就
職
列
車
で
あ
っ
て
、
よ
り
広
義
の
集
団
赴
任
制
度
に
お
け
る
最
後
の
就
職
列
車
で
は
な
か

っ
た
（
山
口
、
二
〇
〇
四
）。

こ
の
よ
う
に
、
集
団
就
職
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
は
ず
の
就
職
列
車
が
適
当
な
資
料
に
基
づ
い
て
描
き
出
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
な
く
、
筆
者
が
知
る
限
り
浅
野
（
二
〇
〇
一
）
の
記
述
以
外
に
満
足
で
き
る
も
の
は
限
ら
れ
て
い
る
。
浅
野
も
ま
た
集
団
赴
任

制
度
や
就
職
列
車
の
全
体
像
を
と
ら
え
た
訳
で
は
な
い
も
の
の
、
日
本
最
初
の
専
用
臨
時
就
職
列
車
が
戦
前
の
一
九
三
九
年
に
秋
田
駅
か

（
�
）

ら
上
野
駅
に
向
け
て
運
行
さ
れ
た
と
い
う
有
用
な
記
述
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
浅
野
の
言
う
「
一
九
三
九
年
秋
田
発
上
野
行

き
」
の
就
職
列
車
を
含
め
、
戦
前
に
お
け
る
集
団
赴
任
制
度
の
制
度
化
過
程
に
つ
い
て
一
九
三
〇
年
代
か
ら
終
戦
ま
で
の
約
十
五
年
間
の

状
況
を
確
認
す
る
。
こ
れ
は
労
働
力
の
需
給
調
整
が
強
化
さ
れ
て
い
く
戦
時
体
制
期
に
相
当
す
る
。
こ
の
と
き
移
動
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
旧
制
小
学
校
・
高
等
小
学
校
の
、
一
九
四
一
年
か
ら
は
国
民
学
校
の
卒
業
生
た
ち
で
あ
る
。

集
団
赴
任
や
就
職
列
車
に
関
す
る
行
政
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
時
の
地
方
新
聞
な
ど
を
利
用
し
て
そ
の
実
態
を

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
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可
能
な
限
り
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
秋
田
魁
新
報
』
の
記
事
を
主
要
な
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
と
し
、
資
料
的
な
意
味
を
考
え

て
原
文
の
表
記
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
提
示
し
た
い
。
本
稿
の
内
容
は
完
全
で
は
な
い
も
の
の
、
集
団
赴
任
制
度
や
就
職
列
車
の
全
体

像
を
把
握
し
て
い
く
作
業
が
今
後
進
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
の
意
味
は
持
ち
得
る
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ

一
九
三
〇
年
代
の
秋
田
県
に
お
け
る
職
業
紹
介
制
度
の
進
展

一
九
二
一
年
に
は
職
業
紹
介
法
が
定
め
ら
れ
、
市
町
村
営
の
職
業
紹
介
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業
紹
介
制
度
が
少
し
ず
つ
確
立

さ
れ
て
い
く
。
一
九
三
八
年
に
は
職
業
紹
介
法
の
改
正
に
よ
っ
て
職
業
紹
介
所
が
国
営
化
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
職
業
紹
介
所
の
国

営
化
以
前
、
特
に
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
秋
田
県
の
状
況
を
確
認
す
る
。

秋
田
県
を
含
む
東
北
地
方
で
は
一
九
三
一
年
の
大
凶
作
に
よ
っ
て
貧
農
の
若
年
女
性
を
中
心
に
人
身
売
買
（
身
売
り
）
の
増
加
が
懸
念

（
�
）

さ
れ
て
い
た
。
中
央
政
府
は
貧
困
家
庭
の
就
学
児
童
に
対
し
て
補
助
金
の
交
付
を
お
こ
な
う
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
た
が
、
身
売
り
の

恐
れ
が
あ
る
若
年
女
性
た
ち
を
対
象
と
し
た
施
策
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
愛
国
婦
人
会
が
「
可
憐
な
る
子

女
救
濟
の
た
め
特
に
同
會
の
豫
備
資
金
を
利
用
し
て
子
女
一
人
に
つ
き
金
百
圓
内
外
ま
で
そ
の
父
兄
又
は
保
護
者
に
貸
與
し
て
子
女
を
引

取
り
（
、）
同
會
並
に
支
部
が
保
護
の
下
に
女
中
そ
の
（
他
の
？
）
適
當
な
る
職
業
に
從
事
せ
し
め
成
興
資
金
は
勞
務
に
服
し
た
子
女
の

（
�
）

収
入
の
中
か
ら
月
賦
又
は
年
賦
で
償
還
す
る
こ
と
ゝ
な
」
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
同
会
は
行
政
の
代
わ
り
に
若
年
女
性
を
対
象
と

し
た
職
業
斡
旋
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
就
職
さ
せ
る
筈
で
各
縣
支
部
で
さ
ば
け
な
い
救
濟
子
女
は
東
京
の
愛
國
婦
人
會
や
隣

（
�
）

保
舘
に
収
容
し
派
出
婦
と
し
て
一
般
の
傭
ひ
入
れ
申
込
み
に
應
ず
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
東
北
や
北
海
道
で
就
職
で

き
な
い
若
年
女
性
た
ち
は
東
京
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

戦
時
体
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し
か
し
人
身
売
買
が
容
易
に
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
二
年
の
次
の
記
事
は
「
都
会
へ
の
あ
こ
が
れ
」
に
も
言
及
さ
れ
て
い

て
興
味
深
い
。

陽
春
の
候
に
な
る
と
田
舍
の
停
車
塲
に
キ
ツ
ト
見
受
け
ら
れ
る
哀
愁
現
象
│
│
ポ
カ
�
�
す
る
春
の
氣
に
浮
か
れ
て
か
農
村
娘
の
華

や
か
な
都
會
の
表
面
に
あ
こ
が
れ
て
家
出
す
る
者
多
く
（
、）
停
車
塲
勤
務
の
巡
査
も
こ
の
浮
氣
娘
の
取
押
へ
に
は
惱
ま
さ
れ
て
ゐ

る
が
（
、）
二
十
四
日
午
後
二
時
湯
澤
駅
發
の
上
り
列
車
に
都
會
憧
れ
の
娘
な
ら
ぬ
凶
作
に
惱
み
小
作
料
の
納
付
さ
え
覺
束
な
い
貧

農
の
娘
逹
が
泣
き
の
涙
の
父
母
兄
姉
に
見
送
ら
れ
（
、）
小
さ
な
メ
リ
ン
ス
の
風
呂
敷
一
つ
を
大
事
ら
し
く
抱
へ
（
、）
鳥
打
に
二
重

ト
ン
ビ
を
着
た
ゴ
マ
髭
男
に
連
れ
ら
れ
て
上
野
行
の
切
符
を
買
つ
て
出
發
し
た
（
、）
多
分
一
人
貳
百
圓
程
度
の
前
借
金
で
紡
績
會

マ

マ

（
�
）

社
か
メ
リ
ス
ン
工
塲
へ
何
年
か
の
年
期
で
賣
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
ら
う
…
…

こ
う
し
た
駅
頭
風
景
に
言
及
し
た
記
事
は
珍
し
く
な
い
。
一
九
三
三
年
に
も
同
様
の
記
事
が
見
受
け
ら
れ
る
。「
仙
北
郡
飯
詰
、
後
三
年

兩
駅
か
ら
男
女
合
せ
て
二
十
餘
名
の
子
供
た
ち
が
九
日
午
後
一
時
上
り
直
行
で
千
葉
縣
方
面
へ
周
旋
人
に
つ
れ
ら
れ
て
行
つ
た
…
…
小
さ

い
者
は
十
二
三
歳
、
大
き
く
て
十
五
六
歳
ま
で
ゞ
男
の
子
は
兵
隊
檢
査
ま
で
を
期
間
と
し
て
參
百
圓
内
外
の
契
約
で
百
五
拾
圓
位
の
前
借

（
�
）

で
賣
ら
れ
て
ゆ
く
、
女
子
供
も
二
十
位
ま
で
ゞ
參
百
圓
内
外
前
借
は
略
同
じ
で
あ
る
」。
遠
隔
地
に
お
け
る
職
業
斡
旋
は
こ
の
当
時
で
は

主
に
民
間
の
周
旋
業
者
（
周
旋
屋
）
が
担
っ
て
お
り
、
周
旋
業
者
に
よ
る
中
間
搾
取
や
不
適
切
な
職
業
へ
の
斡
旋
と
い
っ
た
諸
問
題
も
生

じ
て
い
た
。
職
業
紹
介
所
な
ど
の
関
連
機
関
は
問
題
解
決
の
た
め
に
積
極
的
な
動
き
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。

最
近
縣
下
に
イ
ン
チ
キ
漁
夫
募
集
の
惡
周
旋
屋
が
橫
行
し
（
、）
農
漁
民
殊
に
組
合
の
保
護
が
徹
底
し
て
居
ら
ぬ
女
子
を
好
餌
で
釣

戦
時
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制
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つ
て
ゐ
る
の
で
（
、）
縣
社
會
課
内
出
稼
勞
務
者
保
護
組
合
で
は
三
月
の
學
校
卒
業
期
を
前
に
こ
れ
等
女
子
の
就
職
斡
旋
に
積
極
的

に
乘
出
す
こ
と
ゝ
な
り
（
、）
縣
下
職
業
紹
介
所
と
連
絡
を
と
る
と
と
も
に
縣
下
百
十
三
の
出
稼
者
保
護
組
合
に
左
の
如
き
景
氣
の

い
ゝ
通
逹
を
發
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
（
、）
女
子
出
稼
者
に
一
大
福
音
と
さ
れ
て
ゐ
る

△
各
小
學
校
と
聯
絡
し
兒
童
並
に
之
が
父
兄
に
對
し
自
覺
を
促
す
と
共
に
出
稼
希
望
者
を
調
査
す
る
こ
と

△
そ
の
結
果
直
ち
に
聯
絡
職
業
紹
介
所
に
通
報
し
登
録
を
な
し
就
職
斡
旋
を
受
け
る
こ
と
…
…

△
出
稼
希
望
者
に
し
て
女
工
就
職
の
見
込
み
あ
る
者
に
對
し
仕
度
金
一
人
當
貳
拾
圓
以
内
の
前
借
金
を
縣
聯
合
會
で
斡
旋
す
る
か
ら

ど
し
ど
し
申
請
す
る
こ
と

（
�
）

△
大
阪
天
滿
織
物
會
社
、
神
奈
川
富
士
紡
績
會
社
そ
の
他
の
女
工
希
望
者
は
隨
時
斡
旋
す
る
か
ら
申
出
る
こ
と

次
の
記
事
も
同
様
で
あ
る
。

農
村
の
不
況
が
永
續
す
る
に
伴
ひ
（
、）
小
學
校
卒
業
兒
童
中
卒
業
後
直
ち
に
就
職
希
望
の
も
の
ゝ
み
な
ら
ず
卒
業
後
數
年
家
事
に

從
事
し
た
る
後
就
職
を
希
望
す
る
も
の
漸
增
の
實
情
で
あ
つ
て
（
、）
こ
れ
等
希
望
者
の
失
業
を
防
止
す
る
と
共
に
就
職
斡
旋
は
な

る
べ
く
公
益
職
業
紹
介
所
を
通
じ
て
こ
れ
を
行
ひ
（
、）
以
て
不
正
な
る
周
旋
業
者
を
防
ぐ
こ
と
は
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
の

で
（
、）
縣
で
は
卒
業
兒
童
並
に
こ
れ
が
父
兄
に
對
し
適
切
な
る
職
業
選
擇
指
導
の
徹
底
を
圖
る
こ
と
に
な
り
各
小
學
校
長
宛
通
牒

（
�
）

を
發
し
た

こ
の
よ
う
に
一
九
三
三
年
に
は
職
業
紹
介
所
と
学
校
と
が
協
力
し
あ
っ
て
職
業
紹
介
制
度
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た

戦
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中
、
同
年
四
月
に
は
、
先
の
記
事
に
も
あ
っ
た
大
阪
天
満
織
物
会
社
か
ら
秋
田
県
の
本
荘
職
業
紹
介
所
に
大
量
求
人
が
舞
い
込
ん
で
く

る
。「
三
國
工
塲
か
ら
女
工
百
五
十
人
の
求
人
申
込
あ
り
年
齢
は
十
五
、
六
歳
以
上
二
十
歳
ま
で
ゞ
あ
る
が
同
所
で
は
あ
ま
り
の
大
量
申

（
�
）

込
に
面
喰
ら
つ
て
ゐ
る
」。
さ
ら
に
翌
三
四
年
に
は
秋
田
県
行
政
が
県
下
の
小
学
校
長
に
対
し
、
三
月
卒
業
生
の
就
職
に
関
し
て
「
最
寄

（
�
）

紹
介
所
と
密
接
な
聯
絡
を
と
り
兒
童
の
就
職
斡
旋
に
努
力
」
す
る
よ
う
通
達
を
出
し
て
い
る
。
次
の
記
事
は
前
年
の
本
荘
職
業
紹
介
所
の

例
と
同
じ
く
、
静
岡
県
の
製
糸
工
場
へ
の
職
業
斡
旋
を
能
代
職
業
紹
介
所
が
お
こ
な
っ
た
と
い
う
話
を
扱
っ
て
い
る
。

女
工
の
周
旋
地
獄
は
多
く
靜
岡
縣
下
へ
行
く
製
絲
工
塲
へ
の
女
工
で
從
來
は
殆
ん
ど
周
旋
屋
の
手
で
な
け
れ
ば
入
れ
な
か
つ
た

が
（
、）
今
回
能
代
職
業
紹
介
所
の
手
で
も
紹
介
さ
れ
（
、）
同
縣
下
小
山
町
へ
二
名
入
る
こ
と
に
な
り
小
助
川
同
所
主
事
が
帶
同
し

て
三
十
一
日
出
發
し
た
、
小
助
川
主
事
は
同
時
に
そ
の
方
面
の
事
情
も
調
査
し
て
歸
る
筈
だ
が
（
、）
職
業
紹
介
所
の
手
で
周
旋
が

（
�
）

完
全
に
行
く
と
す
れ
ば
近
來
縣
内
を
騒
が
し
て
ゐ
る
周
旋
魔
の
跋
扈
、
周
旋
地
獄
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
う

こ
の
例
で
は
職
業
紹
介
所
の
職
員
が
二
人
の
女
性
労
働
者
を
引
率
し
て
静
岡
県
に
向
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
職
業
紹
介
所

が
な
か
っ
た
場
所
に
新
た
に
紹
介
所
を
設
置
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。

若
い
女
性
の
周
旋
は
八
、
九
割
ま
で
營
利
職
業
紹
介
者
や
も
ぐ
り
周
旋
屋
の
手
に
よ
る
も
の
で
イ
ン
チ
キ
周
旋
人
の
跋
扈
は
近
來
著

る
し
く
數
々
の
悲
劇
さ
へ
生
ん
で
ゐ
る
が
（
、）
出
稼
ぎ
娘
を
保
護
的
に
周
旋
す
る
に
は
公
立
職
業
紹
介
所
の
設
立
普
及
が
急
務
で

あ
る
と
い
ふ
縣
當
局
の
方
針
か
ら
社
會
課
來
間
主
事
が
同
郡
に
出
張
（
、）
…
…
沼
館
町
に
九
年
度
追
加
豫
算
で
紹
介
所
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
…
…
紹
介
所
の
充
實
も
近
づ
き
惡
周
旋
屋
の
魔
手
か
ら
か
の
女
だ
ち
を
護
る
日
も
さ
う
遠
く
は
な
い
と
見
ら
れ
て
ゐ

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

一
〇



（
�
）
る

一
九
三
〇
年
代
初
頭
で
は
、
大
凶
作
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
人
身
売
買
の
増
加
や
周
旋
屋
の
跋
扈
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
秋
田
県
行

政
を
中
心
に
遠
隔
地
間
で
の
職
業
紹
介
業
務
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
こ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
生
じ
て
い
た
。
職
業
紹
介

所
を
介
さ
ず
に
大
阪
市
内
の
紡
績
工
場
に
就
職
し
、
そ
こ
で
不
当
労
働
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
秋
田
県
出
身
者
十
数
名
を
同
県
職
業
課
職

員
が
連
れ
戻
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
（
秋
田
県
産
業
労
働
部
編
、
一
九
六
八
、
六
）。
遠
隔
地
へ
の
就
職
に
際
し
て
は
職
業
紹
介
所
の
職

員
が
引
率
し
て
い
た
。
集
団
赴
任
制
度
と
は
こ
う
し
た
動
き
が
整
備
さ
れ
、
大
規
模
化
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

Ⅳ

戦
時
体
制
下
に
お
け
る
「
少
年
就
職
列
車
」

（
１
）「
少
年
就
職
列
車
」
以
前
の
集
団
赴
任

『
秋
田
魁
新
報
』
に
お
い
て
駅
頭
で
の
集
団
赴
任
の
光
景
を
と
ら
え
た
最
初
の
記
事
は
一
九
三
五
年
三
月
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
も
能
代
の
例
で
あ
る
。

大
阪
鐵
工
業
組
合
大
阪
合
金
會
で
は
東
北
救
濟
の
意
味
合
ひ
か
ら
東
北
地
方
か
ら
少
年
工
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
（
、）
去
る
二

十
五
日
能
代
職
業
紹
介
所
に
お
い
て
銓
衡
を
な
し
た
結
果
（
、）
能
代
地
方
か
ら
は
渟
一
校
卒
業
生
十
九
名
、
榊
小
學
校
九
名
、
向

能
代
小
學
校
五
名
の
三
十
三
名
を
採
用
と
決
定
、
渟
一
校
菊
池
訓
導
引
率
の
も
と
に
二
十
七
日
午
前
八
時
二
十
分
能
代
驛
發
列
車
で

大
阪
に
向
つ
た
が
（
、）
能
代
地
方
か
ら
か
く
多
數
の
兒
童
が
大
阪
方
面
ま
で
職
工
を
志
願
し
て
出
か
け
る
な
ど
ゝ
い
ふ
こ
と
は
絶

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

一
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對
な
か
つ
た
こ
と
で
能
代
驛
ホ
ー
ム
に
は
父
兄
や
友
逹
や
先
生
逹
が
見
送
り
に
出
、
出
征
兵
見
送
り
さ
な
が
ら
の
大
雑
踏
を
呈
し
た

東
北
地
方
で
は
こ
の
前
年
の
一
九
三
四
年
に
も
大
凶
作
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の
救
済
策
と
い
う
意
味
も
含
め
て
大
阪
鉄
工
業
組
合
大

阪
合
金
会
が
複
数
の
少
年
工
を
採
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
種
の
集
団
求
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
旧
制
小
学
校
出
身
者
三
三
名
が
列
車

を
利
用
し
て
集
合
的
に
大
阪
ま
で
移
動
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
以
前
に
は
同
種
の
実
践
が
「
絶
對
な
か
つ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
点
は

注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
就
職
者
が
列
車
に
乗
り
込
み
、
そ
れ
を
多
く
の
人
々
が
見
送
る
と
い
う
駅
頭
の
光
景
は
高
度
成
長
期
の
そ
れ
と

変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
駅
頭
で
多
数
の
人
々
の
出
発
を
見
送
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
軍
隊
の
出
征
の
た

び
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
。

一
九
三
七
年
に
は
「
少
年
男
女
工
の
大
阪
方
面
へ
の
進
出

能
代
地
方
の
新
傾
向
」
と
題
さ
れ
た
記
事
が
確
認
さ
れ
る
。「
能
代
港
町

一
帶
で
は
都
會
の
工
塲
へ
の
男
工
、
女
工
と
し
て
行
く
こ
と
を
好
ま
ず
志
望
者
が
少
か
つ
た
が
今
年
は
學
校
父
兄
、
職
紹
が
一
體
と
な
つ

て
の
努
力
及
び
產
業
方
面
へ
の
認
識
が
出
來
た
と
こ
ろ
か
ら
急
に
增
加
本
年
は
大
阪
鐘
紡
へ
男
工
と
し
て
緞
通
工
十
五
名
、
女
工
十
一
名

（
�
）

が
就
職
決
定
し
た
の
で
二
十
六
日
午
前
八
時
二
十
分
能
代
發
で
…
…
出
發
す
る
こ
と
に
な
つ
た
」。
こ
の
記
事
か
ら
は
求
職
開
拓
の
努
力

が
な
さ
れ
た
こ
と
、
も
と
も
と
こ
の
一
帯
で
は
若
年
労
働
者
が
他
出
す
る
傾
向
が
弱
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
状
況
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

以
上
の
二
つ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
は
秋
田
県
各
地
か
ら
遠
隔
地
で
あ
る
大
阪
へ
と
就
職
移
動
す
る
た
め
の
か
た
ち
が
整

い
、
移
動
す
る
者
が
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
移
動
の
際
に
は
一
種
の
集
団
赴
任
が
な
さ
れ
て
い
た
。

秋
田
県
で
は
ニ
シ
ン
漁
の
出
稼
ぎ
の
た
め
に
北
海
道
に
向
か
う
人
々
を
対
象
に
「
出
稼
列
車
」
と
呼
ば
れ
た
専
用
臨
時
列
車
が
一
九
三

（
�
）

八
年
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
専
用
「
臨
時
船
」
の
運
行
と
一
体
の
計
画
で
あ
っ
た
。
労
働
力
移
動
の
た
め
の
集
団
赴
任
は
新
規

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

一
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学
卒
者
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
人
々
の
た
め
に
も
準
備
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
当
時
で
最
大
規
模
の
集

団
赴
任
と
い
え
ば
臨
時
列
車
に
よ
る
出
征
で
あ
っ
た
。

戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
、
一
九
三
八
年
に
職
業
紹
介
所
が
国
営
化
さ
れ
た
た
め
か
、
秋
田
県
で
は
翌
三
九
年
三
月
卒
業
生
に
対
す
る
求

人
が
県
外
や
大
陸
か
ら
殺
到
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
は
東
京
市
の
東
洋
精
機
株
式
会
社
が
見
習
工
募
集
の
た
め
、
適
性
検
査
や
算
術
・

国
語
の
試
験
を
「
今
年
の
高
等
小
學
校
卒
業
兒
童
就
職
銓
衡
の
ト
ツ
プ
を
切
つ
て
」
二
月
一
日
に
秋
田
職
業
紹
介
所
で
実
施
し
た
。
応
募

（
�
）

者
六
〇
数
名
の
う
ち
採
用
決
定
さ
れ
た
四
五
名
は
三
月
二
八
日
に
秋
田
を
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は

関
東
・
関
西
か
ら
の
求
人
を
中
心
に
、
満
州
国
官
吏
二
〇
名
、
同
国
新
京
市
公
署
官
吏
五
名
、
上
海
税
関
六
名
な
ど
大
陸
か
ら
の
求
人
も

（
�
）

（
�
）

含
め
、
新
規
小
学
校
卒
業
者
へ
の
二
千
三
百
件
以
上
の
求
人
が
県
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）「
就
職
列
車
」
と
い
う
言
葉
の
一
般
化

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
「
就
職
列
車
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
専
用
臨
時
就
職
列
車
の
運
行
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
は
一
九
三
九
年
三
月
に
お
け
る
次
の
新
聞
記
事
に
お
い
て
就
職
列
車
の
語
が
確
認
で
き
る
。「
半
嶋
の
秀
才
を
乘
せ

就
職
列
車
は

走
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事
で
あ
り
、「
來
月
四
日
秋
田
か
ら
出
發
す
る
靑
少
年
就
職
列
車
に
横
手
職
紹
管
内
か
ら
収
容
さ
れ
る
は

平
鹿
郡
下
各
小
學
校
か
ら
百
名
で
中
に
は
阿
氣
校
を
今
回
卒
業
し
た
一
年
か
ら
高
等
二
年
ま
で
優
等
で
押
通
し
た
半
嶋
生
れ
の
少
年
趙
漢

圭
君
（
一
六
）
と
い
ふ
壯
異
色
も
交
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
出
身
者
を
含
む
横
手
職
業
紹
介
所
管
内
の
新
規
学
卒
者
百

（
�
）

名
が
四
月
四
日
に
「
靑
少
年
就
職
列
車
」
で
移
動
し
た
の
で
あ
っ
た
。
管
見
で
は
就
職
列
車
の
語
を
用
い
た
資
料
と
し
て
も
っ
と
も
古
い

も
の
と
な
る
。
翌
五
日
に
は
大
曲
職
業
紹
介
所
の
就
職
斡
旋
に
よ
っ
て
関
東
・
関
西
へ
向
か
う
「
少
年
職
業
戦
士
」
一
一
〇
名
の
た
め
の

（
�
）

壮
行
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
数
日
後
の
四
月
八
日
に
は
史
上
初
め
て
の
専
用
臨
時
就
職
列
車
と
目
さ
れ
る
「
少
年
就
職
列

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

一
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車
」
が
運
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

就
職
列
車
と
い
う
言
葉
が
い
つ
か
ら
、
ど
の
程
度
の
頻
度
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
一
九
三
九
年
に

は
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
一
九
三
九
年
四
月
八
日
秋
田
発
上
野
行
き
「
少
年
就
職
列
車
」

集
団
赴
任
制
度
は
戦
時
体
制
下
で
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
制
度
は
一
九
三
九
年
四
月
八
日
に
運
行
さ
れ
た
「
少
年
就
職
列
車
」
に

お
い
て
さ
ら
に
確
実
な
も
の
と
な
る
。
管
見
で
は
、
こ
の
列
車
が
史
上
初
の
新
規
学
卒
者
向
け
専
用
臨
時
就
職
列
車
で
あ
る
。
こ
の
列
車

の
運
行
に
つ
い
て
は
『
秋
田
魁
新
報
』
で
次
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

學
窓
を
出
で
、
故
鄕
を
離
れ
、
雄
々
し
く
も
興
亞
の
春
の
職
業
戰
線
に
、
若
鷹
の
如
く
潑
剌
と
巢
立
つ
本
縣
就
職
少
年
の
一
行
六

八
七
名
は
春
雨
烟
る
八
日
午
後
三
時
二
十
分
、
特
別
仕
立
の
就
職
列
車
を
も
つ
て
前
途
に
明
る
い
希
望
を
仰
ぎ
な
が
ら
萬
雷
の
如
き

歡
呼
の
聲
に
送
ら
れ
て
秋
田
驛
を
立
つ
て
行
つ
た

秋
田
縣
職
業
課
並
に
全
縣
各
地
職
業
紹
介
所
の
斡
旋
に
よ
つ
て
關
東
、
關
西
方
面
の
工
塲
に
巢
立
つ
全
縣
就
職
少
年
一
行
六
八
七

名
は
八
日
午
前
秋
田
市
に
集
合
、
一
班
よ
り
七
班
ま
で
の
班
編
制
を
受
け
た
後
午
後
一
時
よ
り
縣
記
念
會
舘
に
お
い
て
壯
行
式
を
擧

行
さ
れ
た
が
、
…
…
宮
城
遙
拜
、
國
歌
齊
唱
の
ゝ
ち
留
岡
知
事
立
つ
て
事
變
下
の
職
業
戰
線
に
旅
立
つ
少
き
職
業
戰
士
に
身
體
を
大

事
に
せ
よ
と
懇
ろ
な
訓
辭
を
あ
た
へ
ま
た
小
川
聯
隊
區
司
令
官
、
大
野
男
師
校
長
、
伊
藤
市
小
學
校
長
會
長
も
愛
兒
に
あ
た
へ
る
や

う
な
切
々
た
る
壯
行
の
辭
を
贈
り
、
…
…
就
職
少
年
代
表
と
し
て
市
高
小
出
身
鎌
田
一
次
君
が

吾
々
は
皆
樣
の
期
待
に
背
か
ぬ
や
う
立
派
に
働
き
ま
す

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

一
四



と
力
强
い
宣
誓
を
な
し
終
つ
て
引
率
者
の
紹
介
の
秋
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
伴
奏
で
愛
國
行
進
曲
を
齊
唱
、
萬
歳
を
唱
へ
て
式
を
閉

ぢ
、
折
柄
の
春
雨
の
中
を
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
先
頭
で
秋
田
驛
に
向
つ
た
が
、
バ
ス
ケ
ツ
ト
や
風
呂
敷
包
み
か
ゝ
へ
て
異
鄕
に
赴
く
吾

子
、
吾
弟
を
見
送
る
父
兄
、
父
姉
も
多
數
見
え
、
秋
田
驛
は
一
大
感
激
の
塲
面
を
現
出
、
三
時
二
十
分
の
特
別
編
成
列
車
に
て
一
行

（
�
）

元
氣
で
旅
立
つ
た

さ
ら
に
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』（
三
二
巻
七
号
、
一
九
三
九
）
で
も
「
少
年
就
職
列
車
動
く
」
と
い
う
特
集
記
事
が
組
ま
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
「
日
本
最
初
の
試
み
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
身
賣
り
列
車
が
走
つ
た
上
越
線
を
、
い
ま
少
年
就
職
列
車
が
颯
爽
と
走
る
！

銃
後
の
生
產
擴
充
に
驀
進
す
る
重
工
業
を
め
ざ
し
て
、
東
北
地
方
の
就
職
少
年
逹
は
、
夜
を
日
に
つ
い
て
陸
續
と
京
濱
軍
需
工
場

地
帶
に
集
中
し
、
そ
の
數
は
一
萬
に
及
ば
う
と
し
て
ゐ
る
。
秋
田
縣
で
も
縣
職
業
紹
介
所
と
東
京
職
業
紹
介
所
を
通
じ
集
團
的
に
京

濱
廿
六
余
の
工
場
に
就
職
す
る
今
春
高
等
小
學
校
卒
業
の
少
年
逹
約
六
百
余
名
を
上
京
さ
せ
る
に
際
し
、
縣
職
業
課
で
は
こ
れ
ら
少

年
就
職
團
の
た
め
、
產
業
小
戦
士
の
門
出
に
ふ
さ
は
し
く
壯
行
式
を
催
し
、
特
に
一
列
車
を
編
成
し
て
、
そ
の
壯
途
を
祝
し
た
の
で

あ
っ
た
。

か
く
て
日
本
最
初
の
試
み
で
あ
る
「
少
年
就
職
團
列
車
」
は
、
四
月
八
日
縣
下
各
地
よ
り
集
ま
る
少
年
逹
を
乗
せ
て
秋
田
驛
を
出

發
、
一
路
帝
都
を
指
し
て
ひ
た
走
り
に
走
つ
た
。
從
來
の
求
人
者
側
直
接
交
渉
に
よ
る
身
賣
り
に
似
た
少
年
募
集
の
弊
害
を
一
掃
し

て
長
期
建
設
の
一
翼
を
擔
つ
て
立
つ
銃
後
戰
士
の
名
を
恥
ず
か
し
め
ぬ
一
糸
み
だ
れ
ぬ
統
制
の
下
に
工
場
入
り
を
行
ふ
こ
の
少
年
就

職
團
の
門
出
こ
そ
は
、
事
變
下
に
於
け
る
新
し
い
プ
ラ
ン
と
し
て
各
方
面
の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
…
…

戦
時
体
制
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の
集
団
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秋
田
縣
當
局
、
関
係
職
業
紹
介
所
の
涙
ぐ
ま
し
い
苦
心
を
集
め
て
こ
の
プ
ラ
ン
は
成
功
を
見
た
。
…
…
（
省
略
は
引
用
者
）

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
九
年
四
月
八
日
に
は
高
等
小
学
校
卒
業
生
六
八
七
人
を
乗
せ
て
秋
田
駅
か
ら
上
野
駅
に
向
か
う
就
職
列
車
が
運

行
さ
れ
た
。
こ
の
列
車
が
計
画
さ
れ
た
の
は
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
労
働
市
場
の
確
立
を
目
指
す
動
き
と
関
連
し
よ
う
。
そ

こ
に
は
以
前
か
ら
の
人
身
売
買
の
解
決
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
日
本
最
初
の
試
み
」、「
事
變
下
に
於
け
る
新
し

い
プ
ラ
ン
」
と
さ
れ
た
こ
の
列
車
は
、
地
元
紙
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

も
っ
と
も
、
秋
田
発
の
臨
時
列
車
は
よ
り
大
き
な
計
画
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。
東
京
で
は
次
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。「
中
島
飛

行
機
製
作
所
を
始
め
十
八
の
軍
需
工
場
、
會
社
が
東
京
職
業
紹
介
所
の
手
を
通
じ
て
東
北
六
縣
の
今
春
小
學
校
を
卒
業
す
る
生
徒
逹
に
呼

び
か
け
そ
の
中
か
ら
五
、
六
千
名
を
少
年
工
と
し
て
採
用
、
而
も
特
別
仕
立
の
就
職
列
車
で
東
京
に
招
く
こ
と
ゝ
な
つ
た
、
そ
の
ト
ツ
プ

（
�
）

を
承
つ
て
秋
田
縣
下
の
就
職
決
定
兒
童
逹
約
八
百
名
が
初
め
て
の
特
別
列
車
に
乘
つ
て
來
る
」。
つ
ま
り
東
北
六
県
と
い
う
広
域
的
な
集

団
赴
任
計
画
の
一
環
と
し
て
秋
田
発
の
臨
時
列
車
が
仕
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
列
車
は
確
か
に
「
初
め
て
の
特
別
列
車
」
で
は
あ

っ
た
も
の
の
、
列
車
そ
れ
自
体
や
秋
田
県
出
身
者
が
例
外
視
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
こ
の
列
車
に
よ
っ
て
秋
田
県
出
身
者
が
皇
居
前

（
�
）

に
集
合
し
た
際
に
は
「
こ
の
朝
も
つ
と
早
い
汽
車
で
上
京
し
た
福
島
縣
の
同
じ
少
年
少
女
逹
二
百
余
名
と
一
緒
に
な
つ
て
宮
城
を
遙
拜
」

し
て
い
る
。
集
団
赴
任
制
度
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
完
成
を
見
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
強
化
す
る
か
た
ち
で
専
用
臨
時
列
車
が
付
け

加
わ
っ
た
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
降
で
は
同
種
の
列
車
が
継
続
的
に
計
画
さ
れ
、
運
行
さ
れ
て
い
く
。

戦
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体
制
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団
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一
九
四
〇
年
代
の
就
職
列
車

一
九
三
九
年
に
東
北
全
体
で
実
施
さ
れ
た
大
規
模
な
集
団
赴
任
は
単
年
度
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
翌
四
〇
年
に
も
東
北
全
体

で
組
織
的
に
集
団
赴
任
が
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
東
京
へ
の
第
一
陣
は
福
島
班
で
あ
っ
た
。
福
島
班
の
入
京
に
つ
い
て

は
『
読
売
新
聞
』
の
二
つ
の
記
事
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
三
月
二
九
日
付
け
の
「
少
年
工
列
車
第
一
陣
」
に
よ
れ
ば
、「
明
日
の
勞

働
力
の
貯
水
池
少
年
工
部
隊
が
ぞ
く
ぞ
く
入
京
│
今
春
小
学
校
學
校
を
卒
業
し
た
少
年
二
萬
八
千
名
が
躍
進
日
本
の
工
業
界
を
擔
ふ
意
氣

（
�
）

も
凄
じ
く
け
ふ
午
前
五
時
卅
四
分
上
野
驛
着
の
福
島
班
六
百
人
を
皮
切
り
に
相
踵
い
で
入
京
」
と
あ
る
。『
秋
田
魁
新
報
』
の
記
事
で
は

さ
ら
に
詳
細
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。

戰
時
下
產
業
戰
線
に
健
氣
に
も
進
軍
す
る
少
年
產
業
戰
士
の
第
一
陣
福
島
班
は
二
十
八
日
午
前
五
時
五
十
分
上
野
驛
着
引
續
き
來
月

十
日
ま
で
に
全
國
か
ら
凡
そ
二
萬
九
千
名
が
上
京
す
る
が
、
こ
れ
等
高
等
小
學
校
卒
業
者
の
求
人
は
東
京
市
内
十
三
萬
八
千
五
十
一

の
市
職
業
紹
介
所
で
こ
れ
を
地
方
紹
介
所
へ
依
頼
し
た
結
果
（
、）
東
北
地
方
を
主
と
し
て
二
萬
八
千
八
百
九
十
九
名
（
内
男
二
萬

四
千
二
百
二
十
四
（
、）
女
四
千
六
百
七
十
五
名
）
の
應
募
を
得
た
、
主
な
る
も
の
を
地
方
別
に
見
れ
ば
靑
森
一
、
〇
〇
〇
、
秋
田

二
、
五
四
〇
、
岩
手
九
五
九
、
宮
城
一
、
七
八
五
、
福
島
二
、
二
六
〇
名
で
地
方
紹
介
所
別
に
隊
伍
を
編
成
（
、）
鐵
道
で
は
輸
送

力
を
集
中
し
て
二
週
間
内
に
全
部
輸
送
を
完
了
す
る
が
、
上
野
驛
着
と
共
に
工
塲
主
に
そ
れ
ぞ
れ
引
率
さ
れ
宮
城
遙
拜
後
勇
ま
し
く

職
塲
に
向
ふ
が
、
こ
れ
等
少
年
群
の
大
部
分
は
軍
需
工
業
方
面
に
進
む
戰
士
で
あ
る
、
な
ほ
今
春
の
求
人
側
の
著
し
い
傾
向
は
地
方

戰
士
の
募
集
は
昨
年
の
一
萬
四
千
名
に
比
し
六
萬
名
凡
そ
四
倍
に
飛
躍
し
て
を
る
が
（
、）
こ
れ
は
寄
宿
舍
難
が
解
消
し
た
こ
と
を

戦
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物
語
る
も
の
で
あ
り
（
、）
一
方
地
方
求
職
側
の
傾
向
は
農
村
の
手
不
足
を
反
映
し
て
求
職
希
望
者
は
極
め
て
少
か
つ
た
、
そ
れ
だ

（
�
）

け
に
今
回
の
少
年
產
業
戰
士
隊
の
入
京
は
各
方
面
か
ら
好
感
と
期
待
を
以
て
迎
へ
ら
れ
て
を
る

一
九
四
〇
年
に
あ
っ
て
も
前
年
と
同
様
に
、
鉄
道
を
利
用
し
て
東
北
各
県
か
ら
東
京
へ
向
か
う
と
い
う
組
織
的
な
集
団
赴
任
が
な
さ
れ

て
い
た
。
東
北
各
県
だ
け
で
一
万
人
近
い
「
少
年
產
業
戰
士
」
が
こ
の
方
法
で
上
京
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
東
京
か
ら
各
地
に
依
頼
さ

れ
た
求
人
数
は
前
年
の
一
万
四
千
名
か
ら
六
万
名
へ
と
四
倍
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
二
万
九
千
名
弱
が
応
じ
て
い
る
。
同
時
期

に
は
東
京
な
ど
の
大
都
市
圏
へ
の
労
働
力
の
集
中
に
よ
っ
て
住
宅
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
対
策
が
う
た
わ
れ
て
い
た
が
（
高
岡
、
二

〇
一
一
）、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
寄
宿
舎
問
題
が
解
消
し
た
」
こ
と
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
移
動
が
可
能
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

翌
四
一
年
三
月
に
も
臨
時
列
車
に
よ
る
集
団
赴
任
が
実
施
さ
れ
た
。
東
北
全
体
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。「
毎
年
こ
の
期
間

マ
マ

は
、
丁
度
春
の
多
客
期
で
、
や
ゝ
も
す
れ
ば
豆
選
士
た
ち
が
立
通
し
の
憂
目
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
東
鉄
が
親
心
か
ら
過
日
福

島
縣
飯
阪
溫
泉
に
各
関
係
者
を
集
め
、
協
議
し
て
次
の
や
う
に
決
定
し
た
も
の
で
輸
送
期
間
は
（
三
月
）
二
十
六
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で

（
�
）

に
し
、
こ
の
間
は
各
出
発
驛
か
ら
列
車
に
豆
戰
士
用
客
車
を
增
結
更
に
大
量
に
繰
込
む
地
域
に
は
臨
時
列
車
を
用
意
」
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
秋
田
県
の
事
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

懐
し
の
學
窓
に
別
れ
を
告
げ
產
業
豆
戰
士
と
し
て
關
東
、
關
西
ば
か
り
で
な
く
遠
く
朝
鮮
へ
門
出
す
る
約
千
名
は
、
早
春
の
冷
氣
肌

に
し
み
る
二
十
八
日
秋
田
驛
發
午
後
八
時
五
十
四
分
臨
時
列
車
で
小
さ
き
胸
に
高
鳴
る
希
望
を
乘
せ
熱
誠
な
る
澤
山
の
お
友
逹
に
見

（
�
）

送
ら
れ
て
出
發
し
た

戦
時
体
制
下
の
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団
就
職

一
八



こ
の
列
車
は
「
大
曲
驛
發
は
午
後
十
時
七
分
、
横
手
驛
發
十
時
三
十
六
分
、
湯
澤
驛
午
後
十
時
五
十
九
分
」
と
い
う
よ
う
に
各
駅
に
立

（
�
）

ち
寄
り
な
が
ら
「
上
野
驛
翌
午
後
二
時
五
十
七
分
」
に
到
着
予
定
で
あ
っ
た
。

一
九
四
二
年
、
四
三
年
も
同
様
で
あ
る
。
管
見
で
は
、
四
二
年
に
つ
い
て
は
秋
田
県
に
関
す
る
集
団
赴
任
関
連
の
記
事
を
見
い
出
せ
な

か
っ
た
。
し
か
し
秋
田
国
民
職
業
指
導
所
が
主
催
し
た
「
少
年
產
業
戰
士
壯
行
式
は
二
十
二
日
午
前
十
一
時
か
ら
記
念
會
舘
に
お
い
て
約

（
�
）

二
千
名
の
產
業
戰
士
が
参
集
」
し
た
と
い
う
話
は
集
団
赴
任
と
関
連
し
よ
う
。
四
三
年
に
な
る
と
移
動
者
数
や
目
的
地
な
ど
の
情
報
が
隠

蔽
さ
れ
「
○
○
」
と
い
う
表
現
が
珍
し
く
な
く
な
る
。「
今
年
巢
立
つ
た
豆
戰
士
○
○
名
は
秋
田
驛
（
四
月
）
一
日
十
三
時
発
臨
時
列
車

に
て
村
中
技
師
以
下
縣
職
業
課
員
等
の
引
率
の
下
都
會
方
面
の
工
塲
に
活
躍
し
戰
車
で
も
飛
行
機
で
も
彈
丸
で
も
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
此
腕

（
�
）

で
作
る
ぞ
と
い
ふ
厳
し
い
誓
ひ
を
胸
に
秘
め
て
第
一
回
の
豆
戰
士
列
車
は
晴
れ
の
壯
途
に
上
つ
た
」。

一
九
四
四
年
に
は
女
子
挺
身
隊
の
制
度
が
定
め
ら
れ
た
。
挺
身
隊
員
の
配
置
方
針
の
一
つ
に
は
「
通
勤
制
」
の
原
則
が
あ
り
、
秋
田
県

（
�
）

で
も
県
内
へ
の
重
点
配
置
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
臨
時
列
車
な
ど
を
利
用
し
た
集
団
赴
任
に
よ
っ
て
大
阪
府
や
青
森
県
な
ど
の
県

外
へ
向
か
っ
た
者
も
い
た
。

卒
業
式
を
す
ま
す
や
否
や
秋
田
乙
女
は
早
く
も
女
子
勤
勞
挺
身
隊
は
生
產
の
戰
列
に
つ
い
た
、
本
縣
内
挺
身
隊
勤
務
の
魁
を
な
し

て
先
ず
二
十
日
秋
田
家
政
高
女
卒
業
生
○
○
名
の
大
部
隊
は
秋
田
市
内
外
の
職
塲
を
踏
み
出
し
た
、
…
…

縣
外
行
き
は
廿
二
日
出
發

縣
内
女
子
挺
身
隊
は
二
十
日
を
皮
切
り
に
職
塲
へ
就
い
た
が
、
縣
外
へ
赴
く
挺
身
隊
は
二
十
二
日
午

（
�
）

後
一
時
秋
田
驛
發
の
臨
時
列
車
で
出
發
す
る

一
九
四
四
年
三
月
二
二
日
秋
田
発
と
い
う
臨
時
列
車
は
次
の
記
事
で
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
行
き
先
は
県
外
の
十
八
の
工
場
で
あ
っ

戦
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た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
度
學
窓
を
巢
立
つ
た
秋
田
女
子
挺
身
隊
○
○
名
は
二
十
二
日
十
三
時
十
分
秋
田
發
の
○
○
軍
作
業
場
他
十
八
工
場
行
き
を
始

め
同
日
十
一
時
八
分
、
十
七
時
五
十
七
分
の
大
阪
方
面
行
き
九
時
の
靑
森
○
○
工
廠
行
き
と
今
ぞ
純
情
秋
田
乙
女
の
名
譽
を
一
身
に

（
�
）

擔
ひ
懐
か
し
い
父
母
の
土
地
に
別
れ
を
告
げ
決
戰
職
域
挺
身
の
旅
に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

（
�
）

こ
う
し
て
一
九
四
四
年
に
も
就
職
列
車
が
確
認
さ
れ
た
。
翌
四
五
年
三
月
に
は
初
等
科
以
外
の
全
授
業
が
停
止
さ
れ
、
少
な
く
と
も
制

度
上
で
は
全
国
民
の
総
動
員
体
制
が
完
成
す
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
終
戦
の
前
後
に
は
大
規
模

な
労
働
力
移
動
も
休
止
状
態
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
ひ
と
た
び
創
り
出
さ
れ
た
移
動
の
流
れ
や

制
度
が
完
全
に
消
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ⅵ

お
わ
り
に

以
上
で
は
秋
田
県
を
事
例
に
戦
前
に
お
け
る
集
団
赴
任
お
よ
び
就
職
列
車
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
。
一
九
三
五
年
頃
に
は
職
業
紹
介
所

職
員
が
学
卒
者
を
引
率
し
て
集
団
赴
任
す
る
姿
が
確
認
さ
れ
、
三
九
年
に
は
就
職
列
車
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。
同
年
四
月
八
日

に
は
秋
田
発
上
野
行
き
の
専
用
臨
時
列
車
が
運
行
さ
れ
、
そ
れ
以
降
も
臨
時
列
車
に
よ
る
計
画
的
な
集
団
赴
任
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

一
九
四
五
年
に
い
た
る
約
一
〇
年
の
間
に
集
団
赴
任
制
度
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
就
職
列
車
の
存
在
や
そ
の
言
葉
も
一
般

に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

二
〇



こ
こ
で
の
記
述
は
主
に
秋
田
県
の
事
例
に
限
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
資
料
収
集
が
各
地
で
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
戦
前
に

は
す
で
に
集
団
赴
任
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
戦
後
の
集
団
赴
任
制
度
は
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
こ
う

し
た
計
画
・
実
践
が
再
整
備
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
戦
時
体
制
下
で
強
化
さ
れ
た
集
団
赴
任
制
度
は
戦
後
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
の
労
働
行
政
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
で
は
一
九
四
七
年
に
労
働
省
が
設
立
さ
れ
、
職
業
安
定
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
で
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ロ
ー
カ

ル
・
レ
ベ
ル
で
は
、
た
と
え
ば
東
京
都
で
は
一
九
四
六
年
十
二
月
に
そ
れ
ま
で
の
民
生
局
勤
労
部
が
発
展
的
に
解
消
さ
れ
て
労
働
局
と
な

り
、
都
内
の
労
働
行
政
を
担
う
よ
う
に
な
る
（
東
京
都
労
働
局
、
一
九
五
三
、
一
）。
一
九
四
六
年
三
月
の
民
生
局
勤
労
部
時
代
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
都
内
に
お
け
る
国
民
学
校
修
了
者
は
一
七
八
〇
四
名
お
り
、
そ
の
う
ち
就
職
希
望
者
は
七
三
四
三
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
民
生
局
に
も
た
ら
さ
れ
た
求
人
数
は
都
内
か
ら
二
五
〇
〇
三
件
、
都
外
か
ら
二
九
四
〇
件
の
計
二
七
九
四
三
件
で
あ
っ
た
（
同
上
、

一
一
四
）。
つ
ま
り
東
京
都
で
は
終
戦
直
後
か
ら
た
だ
ち
に
求
人
難
の
状
況
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
組
織
的
な
集
団

赴
任
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
労
働
力
移
動
も
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

集
団
赴
任
は
実
際
に
終
戦
直
後
か
ら
再
開
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
大
規
模
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
職
業
安
定
法
が
制

定
さ
れ
た
直
後
の
一
九
四
七
年
二
月
に
お
い
て
、
秋
田
県
鹿
角
か
ら
群
馬
県
の
製
糸
会
社
に
就
職
す
る
若
年
女
性
労
働
者
を
引
率
し
た
と

い
う
職
安
職
員
が
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
（
菅
原
、
一
九
六
八
、
六
〇
│
六
一
）。

マ
マ

昭
和
二
十
二
年
二
月
、
私
は
、
こ
の
行
政
に
入
っ
て
、
は
じ
め
て
県
外
就
職
者
を
引
卒
赴
任
さ
せ
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
た
。

…
…
文
字
ど
お
り
「
食
べ
る
に
食
な
く
、
働
こ
う
に
も
職
な
し
」
の
時
代
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
秋
田
県
の
へ
き
地
に
位
置
す
る
鹿

角
の
里
も
、
例
外
で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
家
計
を
少
し
で
も
楽
に
し
よ
う
と
の
意
図
か
ら
止
む
な
く
、
県
外
に
職
場
を
求
め
て
、
ふ

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職
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る
さ
と
を
あ
と
に
す
る
若
人
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
よ
う
な
時
期
に
突
然
、
群
馬
県
Ｔ
市
の
製
糸
会
社
に
就
職
す
る
若

マ
マ

い
娘
さ
ん
達
を
引
卒
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
私
は
当
惑
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
私
自
身
、
そ
れ
ま
で
県
外
旅
行
を
し
た
経
験
が
一
度
も
な
か
っ
た
の

マ
マ

と
、
若
輩
の
身
が
、
か
け
が
え
の
な
い
娘
さ
ん
が
た
を
預
か
っ
て
、
殺
人
列
車
の
異
名
を
も
つ
ス
シ
詰
め
列
車
で
無
事
引
卒
の
責
任

を
果
し
得
る
か
ど
う
か
、
心
配
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…

当
時
は
、
ま
だ
勤
労
署
の
紹
介
で
就
職
す
る
者
に
対
し
て
国
鉄
運
賃
が
五
割
引
と
な
る
制
度
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
一
般
の
人
々

が
乗
車
券
の
購
入
に
長
蛇
の
列
を
な
し
、
血
眼
に
な
っ
て
い
た
状
態
の
な
か
で
も
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
乗
車
券
が
手
に
入
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
…
…

列
車
が
Ｔ
駅
に
辿
り
つ
い
た
の
は
深
夜
の
午
前
零
時
す
ぎ
で
あ
っ
た
。
電
報
を
う
っ
て
い
た
の
で
迎
え
が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
た
が
そ
れ
ら
し
い
人
影
も
見
え
な
か
っ
た
。
駅
に
頼
ん
で
会
社
に
電
話
を
し
て
も
ら
っ
た
が
応
答
が
な
い
と
い
う
、
も
ち
ろ
ん
ハ

イ
ヤ
ー
な
ど
あ
る
時
代
で
は
な
い
。
…
…
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
た
深
夜
の
街
を
二
粁
あ
ま
り
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
辛
う
じ
て

会
社
に
辿
り
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
（
中
略
は
引
用
者
）。

こ
う
し
た
集
団
赴
任
の
在
り
方
は
戦
前
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
職
業
安
定
行
政

に
た
ず
さ
わ
っ
た
者
に
と
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
時
期
が
完
全
に
断
絶
し
て
い
た
と
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
専
用

臨
時
就
職
列
車
は
戦
後
す
ぐ
に
は
復
活
せ
ず
、
戦
後
最
初
の
就
職
列
車
が
運
行
さ
れ
た
の
は
終
戦
か
ら
六
年
後
の
一
九
五
一
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
五
一
年
長
野
発
の
就
職
列
車
に
関
す
る
次
の
記
事
の
内
容
か
ら
、
戦
前
の
就
職
列
車
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。「
戦
後
全
国
で
も
初
め
て
運
転
す
る
中
学
卒
女
工
さ
ん
赴
任
列
車
第
一
陣
は
廿
九
日
長
野
を
出
発
、
名
古
屋
、
大
阪
、

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職
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三
重
、
京
都
に
向
う
が
、
こ
の
臨
時
列
車
に
県
職
安
課
は
愛
称
を
募
つ
た
と
こ
ろ
二
百
十
七
通
の
応
募
が
あ
り
、
十
七
日
同
課
で
審
査
の

（
�
）

結
果
�
織
女
星
号
�
と
決
つ
た
」。
こ
の
記
事
に
は
「
戦
後
全
国
で
も
初
め
て
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
れ
て
い
る
。
就
職
列
車
が
戦
前
か
ら

全
国
的
に
運
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

前
稿
に
記
し
た
よ
う
に
「
集
団
就
職
が
実
施
さ
れ
た
時
空
間
を
め
ぐ
る
認
識
上
の
制
約
が
、
関
連
研
究
の
進
展
を
阻
ん
で
き
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
」（
山
口
、
二
〇
一
三
、
六
二
）。
就
職
列
車
や
集
団
赴
任
と
い
う
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
た
現
象
に
は
な
お
も
未
解
明
の
問
題

が
あ
る
。
戦
後
に
お
け
る
就
職
列
車
お
よ
び
集
団
赴
任
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
記
し
た
い
。

ち
な
み
に
戦
後
の
秋
田
県
で
は
一
九
五
五
年
三
月
に
な
っ
て
集
団
赴
任
制
度
が
改
め
て
強
化
さ
れ
、「
集
団
保
護
輸
送
」
が
お
こ
な
わ

（
�
）

れ
て
い
る
。
集
団
赴
任
制
度
や
就
職
列
車
が
高
度
経
済
成
長
期
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

付
記

本
稿
の
作
成
に
当
た
り
秋
田
県
立
図
書
館
、
秋
田
県
公
文
書
館
、
秋
田
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課
の
大
高
勝
也
氏
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注
（
１
）
朝
日
新
聞
、
二
〇
〇
四
年
四
月
五
日
。

（
２
）
秋
田
県
か
ら
の
就
職
列
車
に
関
し
て
は
、
秋
田
さ
き
が
け
（
一
九
九
五
年
一
二
月
三
日
）
の
特
集
記
事
「
集
団
就
職
（
下
）」
に
お
い
て

「
本
県
は
昭
和
二
九
年
か
ら
三
七
年
ま
で
就
職
列
車
を
走
ら
せ
」
た
と
い
う
言
葉
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
秋
田
県
に
お
い

て
は
翌
五
五
年
で
も
専
用
臨
時
就
職
列
車
は
運
行
さ
れ
て
い
な
い
（
秋
田
魁
新
報
、
一
九
五
五
年
三
月
二
八
日
参
照
）。

（
３
）
こ
こ
で
言
う
集
団
求
人
と
は
、
主
に
は
労
働
力
需
要
地
域
に
お
け
る
複
数
の
中
小
企
業
や
商
店
が
「
地
域
別
」
な
い
し
「
業
種
別
」
に
集

団
求
人
団
体
を
構
成
し
、
労
働
力
供
給
地
域
に
お
い
て
集
合
的
に
求
人
を
お
こ
な
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
一
般
に
大
企
業
ほ
ど
労
働

条
件
が
良
く
、
福
祉
施
設
も
充
実
し
て
い
た
。
そ
こ
で
中
小
企
業
や
商
店
は
大
企
業
に
対
抗
す
る
た
め
に
共
同
で
打
開
策
を
練
り
な
が
ら

求
人
を
お
こ
な
う
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
地
域
別
団
体
」
と
は
多
様
な
業
態
の
事
業
者
を
含
み
つ
つ
も
空
間
的
な
ま
と
ま
り

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職
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を
有
す
る
商
店
街
な
ど
を
、「
業
種
別
団
体
」
と
は
理
美
容
業
や
製
パ
ン
業
と
い
っ
た
同
業
の
事
業
所
か
ら
構
成
さ
れ
る
組
織
を
言
う
。

（
４
）
南
日
本
新
聞
、
一
九
七
五
年
八
月
一
〇
日
。
こ
の
記
事
に
は
一
九
五
六
年
の
就
職
列
車
が
「
ひ
ば
り
号
」
と
い
う
名
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
実
際
に
は
「
ひ
ば
り
号
」
は
鹿
児
島
駅
前
で
「
蛍
の
光
」
を
流
す
た
め
に
利
用
さ
れ
た
鹿
児
島
県
所
有
の
広
報
車
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
同
じ
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
集
団
就
職
列
車
に
つ
い
て
「
の
ち
に
『
あ
け
ぼ
の
号
』
と
親
し
ま
れ
た
」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。http

://w
w

w
.m

inam
inippon.co.jp/sanga/ka

20

│000215.htm

参
照
。

（
５
）
あ
る
い
は
ま
た
、
い
か
な
る
参
照
関
係
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
番
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
（
二
〇
〇
三
）
で

も
就
職
列
車
は
一
九
五
五
年
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
た
だ
し
『
職
業
安
定
広
報
』
は
職
業
安
定
行
政
の
関
係
者
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
織
女
星
号
に
つ
い
て
紹
介
し
た
高
梨

（
一
九
五
一
）
も
同
時
期
に
は
相
応
に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

（
７
）
た
だ
し
浅
野
（
二
〇
〇
一
）
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ
い
て
「
一
九
三
九
年
秋
田
発
」
の
列
車
に
つ
い
て
知
り
得
た
の
か
は
同
書
で
は

不
明
で
あ
る
。
な
お
、
秋
田
県
に
関
連
す
る
集
団
就
職
や
就
職
列
車
の
情
報
は
田
宮
（
一
九
八
三
、
一
九
九
三
）
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
文
献
で
は
一
九
五
四
年
以
降
の
就
職
列
車
に
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
浅
野
は
田
宮
（
一
九
九
三
）
を
参
考
文
献
に
挙
げ
て

い
る
が
、「
一
九
三
九
年
秋
田
発
」
に
つ
い
て
は
別
の
資
料
な
い
し
文
献
に
よ
る
知
見
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
二
年
一
月
三
〇
日
夕
刊
。

（
９
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
二
年
一
月
三
〇
日
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
。

（
１０
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
二
年
二
月
二
七
日
夕
刊
。

（
１１
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
二
年
三
月
二
七
日
夕
刊
。
カ
ッ
コ
内
お
よ
び
後
略
は
引
用
者
。

（
１２
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
三
年
一
月
十
一
日
。
中
略
は
引
用
者
。

（
１３
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
三
年
二
月
十
六
日
。
カ
ッ
コ
内
お
よ
び
省
略
は
引
用
者
。

（
１４
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
三
年
三
月
二
日
夕
刊
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
。

（
１５
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
三
年
四
月
三
日
。

（
１６
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
四
年
一
月
二
十
日
。

（
１７
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
四
年
二
月
三
日
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
。

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職
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（
１８
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
四
年
四
月
二
日
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
。

（
１９
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
五
年
三
月
二
九
日
夕
刊
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
。

（
２０
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
七
年
三
月
二
七
日
。

（
２１
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
八
年
一
月
二
六
日
。

（
２２
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
九
年
二
月
三
日
。

（
２３
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
九
年
二
月
一
九
日
。

（
２４
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
九
年
三
月
三
日
。
な
お
同
年
の
山
形
新
聞
（
一
九
三
九
年
三
月
二
三
日
）
に
よ
れ
ば
、「
今
年
學
窓
を
巢
立
つ
兒

童
の
う
ち
三
十
餘
万
は
…
…
今
年
か
ら
は
、
全
部
國
立
職
業
紹
介
所
の
手
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
就
職
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
が
…
…
そ
れ
等

兒
童
の
七
割
五
分
は
自
分
の
出
生
縣
に
お
い
て
就
職
を
希
望
し
た
い
實
情
」
と
さ
れ
、
一
般
に
他
出
が
好
ま
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
興
亞
產
業
時
代
に
こ
の
悲
し
む
べ
き
故
鄕
離
れ
難
き
兒
心
の
行
方
は
先
ず
東
北
地
方
の
產
業
未
發
達
と
い
は
れ
る
秋
田
、
宮
城
、

岩
手
、
靑
森
の
各
地
方
で
は
比
較
的
自
縣
内
の
こ
の
方
面
の
就
職
に
つ
い
て
は
最
も
物
質
的
に
惠
ま
れ
な
い
譯
で
あ
る
が
都
市
產
業
へ
進

出
の
意
氣
ほ
と
ん
ど
な
く
雪
の
北
海
道
へ
の
就
職
希
望
は
割
合
に
多
く
二
百
名
を
數
へ
る
奇
現
象
」。

（
２５
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
九
年
三
月
二
九
日
。

（
２６
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
九
年
四
月
七
日
。

（
２７
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
三
九
年
四
月
九
日
。

（
２８
）
東
京
朝
日
新
聞
、
一
九
三
九
年
三
月
一
九
日
。

（
２９
）
東
京
朝
日
新
聞
、
一
九
三
九
年
四
月
一
〇
日
。

（
３０
）
読
売
新
聞
、
一
九
四
〇
年
三
月
二
八
日
。
な
お
、
翌
二
九
日
夕
刊
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
福
島
班
は
五
九
九
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
３１
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
四
〇
年
三
月
三
十
日
夕
刊
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
。

（
３２
）
朝
日
新
聞
、
一
九
四
一
年
三
月
二
五
日
夕
刊
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
。

（
３３
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
四
一
年
三
月
二
九
日
。

（
３４
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
四
一
年
三
月
二
四
日
。

（
３５
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
四
二
年
三
月
二
三
日
。

戦
時
体
制
下
の
集
団
就
職

二
五



（
３６
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
四
三
年
四
月
二
日
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
。

（
３７
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
四
四
年
三
月
三
日
年
。

（
３８
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
四
四
年
三
月
二
一
日
。
省
略
は
引
用
者
。

（
３９
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
四
四
年
三
月
二
三
日
。

（
４０
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
四
五
年
三
月
二
〇
日
。

（
４１
）
信
濃
毎
日
新
聞
、
一
九
五
一
年
三
月
一
八
日
。

（
４２
）
秋
田
魁
新
報
、
一
九
五
五
年
三
月
二
八
日
。
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史
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│
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書
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梨
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（
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記
」
職
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広
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、
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│
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出
版
。
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一
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三
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。
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団
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東
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史
文
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│
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│
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東

京
都
江
戸
東
京
博
物
館
・
読
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新
聞
社
・
東
映
。

東
京
都
労
働
局
（
一
九
五
三
）『
東
京
都
労
働
局
誌
』
東
京
都
労
働
局
。

橋
本
紀
子
（
二
〇
〇
五
）「『
青
年
の
社
会
的
自
立
と
教
育
』
に
関
す
る
社
会
史
的
研
究
│
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半
の
秋
田
県
に
お

け
る
集
団
就
職
に
関
す
る
資
料
調
査
│
」
教
育
学
研
究
室
紀
要
（
女
子
栄
養
大
学
）：

「
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
研
究
六
、
八
│
一
九
頁
。

端

信
行
（
一
九
九
三
）「
都
市
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
の
成
立
と
そ
の
変
容
│
仕
事
空
間
の
再
編
成
│
」、
石
毛
直
道
編
『
現
代
日
本
文
化
に
お
け
る

伝
統
と
変
容
九

昭
和
の
世
相
史
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
八
九
│
二
〇
八
頁
。

三
浦
隆
子
（
一
九
八
五
）「
就
職
」、
高
度
成
長
期
を
考
え
る
会
編
『
高
度
成
長
と
日
本
人

PA
R

T
1

個
人
篇

誕
生
か
ら
死
ま
で
の
物
語
』
日
本

エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
三
八
│
一
六
七
頁
。（
新
装
版
、
二
〇
〇
五
）。

山
口

覚
（
二
〇
〇
四
）「
人
身
売
買
か
ら
集
団
就
職
へ
│
『
一
九
五
四
年
青
森
発
、
戦
後
最
初
の
就
職
列
車
』
を
め
ぐ
っ
て
│
」
関
西
学
院
史
学

三
一
、
一
二
二
│
一
五
一
頁
。

山
口

覚
（
二
〇
一
一
）「
集
団
就
職
の
神
話
を
解
体
す
る
│
ナ
シ
ョ
ナ
ル
労
働
市
場
と
い
う
夢
│
」、
西
澤
晃
彦
編
『
労
働
再
審
４
│
周
縁
労
働
力

の
移
動
と
編
成
│
』
大
月
書
店
、
七
三
│
一
一
六
頁
。

山
口

覚
（
二
〇
一
三
）「
集
団
就
職
と
韓
国
人
研
修
生
│
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
『
開
国
』│
」、
寄
せ
場
二
六
、
六
二
│
八
四
頁
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
番
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
（
二
〇
〇
三
）「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
最
後
の
集
団
就
職
列
車
』」、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
①

夢
と
若
者
た
ち
の
群
像
』
双
葉
社
、
一
一
│
五
五
頁
。
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